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平成２５年度公立小・中学校における 

教育課程の編成・実施状況調査の結果について 
 

 

 

 

 

 

 

１．調査内容 

（１）調査対象 

全ての公立小学校、中学校、中等教育学校前期課程の平成２５年度計画について 

（一部平成２４年度実績を含む。） 

※ 新学習指導要領に基づく教育課程は、小学校で平成２３年度から、 

中学校で平成２４年度から完全実施。 
 

（２）調査手法 

都道府県・指定都市教育委員会を通して調査を実施 
 

（３）調査期間 

平成２５年８月１９日～平成２５年１０月１８日 

 

２．調査結果のポイント 

  次ページ以降のとおり 

 

 

 

 

 

 

文部科学省では、小・中学校教育に関する政策の企画、立案等のために、標記調査を

実施しています（前回は平成２３年度）。このたび、その結果を取りまとめましたので、

公表します。 

＜担当＞ 文部科学省初等中等教育局教育課程課 

教育課程企画室 橋田、磯野 

０３－５２５３－４１１１（代表）（内線２３６９） 



調査結果のポイント ※（ ）内は前回の調査結果 

 

○ 小・中学校の授業時数の状況 （別添ｐｐ．２－４） 

平成２５年度における公立小・中学校の授業時数について、学校教育法施行規則に

定める標準授業時数との関係を見ると、 

・ 標準授業時数と同数の授業時数を設定している学校が小・中学校共に約３割、 

・ 標準授業時数を超えて授業時数を設定している学校が小・中学校共に約７割 

うち標準授業時数を年間７０単位時間（週２コマ程度）を超えて上回っている

学校は、例えば、小学校第５学年では２５．０％、中学校第１学年では２１．７％

となっている。 

・ 全体の平均値で見ると、多くの学年で標準授業時数を年間４０～５０単位時間程

度上回る状況であるが、中学校第３学年については、標準授業時数を上回る時数が

約２１単位時間と他学年に比べ少なくなっている。 

・ なお、標準授業時数を下回って設定している学校は、いずれの学年でも０．１％

以下であり、特別支援学級に係る教育の特例として実施している場合などに限られ

ている。 
 

（例） 

＜小学校第５学年＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校第１学年＞ 
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○ 個に応じた指導の実施状況（別添ｐ．１１） 

平成２５年度に、個に応じた指導として、理解や習熟の程度に応じた指導を実施す 

る予定の学校の割合は、公立小学校において８２．９％（７８．０％）、公立中学校

において７８．９％（６８．５％）であり、前回調査時より増加している。 

また、補充的な学習を取り入れた指導を実施する予定の学校の割合は、公立小学校 

において６５．８％、公立中学校において６０．４％、発展的な学習を取り入れた指

導を実施する予定の学校の割合は、公立小学校において３５．１％、公立中学校にお

いて３０．９％である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学校における教科等の担任制の実施状況（別添ｐ．１２） 

平成２５年度に、教科担任制による指導を実施する予定の公立小学校の割合は、ほ

とんどの教科及び学年において、平成２３年度よりも増加している。 

特に、第５学年及び第６学年では、教科担任制による指導を実施する予定であると

回答した学校が、音楽で約５割、理科で約４割、家庭で約３割となっている。このう

ち、理科については、両学年ともに平成２３年度調査時より５ポイント以上の増加と

なっている。 
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○ 学期の区分の状況（別添ｐ．１４） 

平成２５年度に、３学期制を採用する学校の割合は、公立小学校において７９．１％

（７８．０％）、公立中学校において７９．４％（７７．６％）である。 

また、２学期制を採用する学校の割合は、公立小学校において２０．９％、（２１．

９％）、公立中学校において２０．０％（２１．９％）である。 

前回調査時と比べて、小・中学校ともに、３学期制を採用する学校の割合が微増し、

２学期制を採用する学校の割合が微減している。 
 

＜小学校第５学年＞         ＜中学校第１学年＞ 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

79.1%

20.9%

0.0%

３学期制

２学期制

それ以外 79.4%

20.0%

0.6%

３学期制

２学期制

それ以外


